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第73回熊本県高等学校生徒理科研究発表会
ｻｲｴﾝｽｺﾝﾃｽﾄ２０２２（化学部門）

自然科学部化学分野

最優秀賞 受賞！

10月23日（日）に、第
73回熊本県高等学校生
徒理科研究発表会（サイ
エ ン ス コ ン テ ス ト
2022）」が崇城大学を
会場に開催されました。
本校から参加した自然
科学部２班のうち化学分
野は「濃硫酸を使わない
や

トリアリールメタン系色素
の合成」をテーマに発表
をしました。
濃硫酸に代わる触媒の
探索を行い、阿蘇黄土を
用い、高い収率を維持し
ながら、安全に実験を行
うことに成功しました。そ
の成果が認められ、見事
に

「最優秀賞」を受賞しまし
た。
地学分野も「気象の変
化と受熱量の関係」の発
表で４位に入賞し、２班共
に12月24～２5日に鹿
児島で開催される九州
生徒理科研究発表会に
県代表として出場します。

図１ サイエンスコンテスト２０２２受賞後の自然科学部化学分野のメンバー
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第１学年ＵＲ１,ＡＲ１，ＧＲ１合同

データサイエンス講演会 実施

10月13日（木）に、１年
生全員を対象にした
「データサイエンス講演
会」を実施しました。
講師は、若手女性研究
者としてご活躍されてい
る、熊本大学くまもと水循
環・減災研究教育セン
ター助教の安藤宏恵先
生です。
スマートフォンから収集
フォン

した位置情報のデータを
基にしていた時空間的分
布解析の社会利用等に
ついて講演していただき
ました。さらに、大学職員
としてのキャリア形成に
関するお話も詳しくして
いただきました。大学院
時代の２度の留学経験
については、多くの生徒
が関心を持っていました。

図２ データサイエンス講演会の様子

ＳＳＨ職員研修
探究型授業づくり実践ワークショップ実施

10月の授業公開週間
に合わせ、6月に引き続き、
探究型授業づくりのワー
クショップを実施しました。
本校SSHで育む６つの
資質・能力をどのような
場面で育成し、どのように
評価するのかについても
検討しました。図3 研修で利用したスライド資料の一部

【生徒の感想（抜粋）】

◯今回の講演を聞いて
大学院へ行くことも視野
に入れつつ進路を考えよ
うと思いました。
◯大学卒業した先は就
職だけじゃないんだなと
思いました。自分の未来
に対する視野が広くなっ
たと思います。
◯大学の仕組みや留学
のことなど色々なことを
知ることができました。自
分は医療の方の研究員
になりたいので、とっても
役に立ちました。
◯毎回100％の力を出
せるように頑張りたいで
す。


